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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。
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ゆ
し
き
事
態
が
起
き
た
▼
一

般
公
開
前
に
靖
国
派
国
会
議

員
の
要
求
と
文
化
庁
手
配
で

開
か
れ
た
国
会
議
員
向
け
特

別
試
写
会
。
そ
の
直
後
か
ら

映
画
館
に
右
翼
の
嫌
が
ら
せ

が
始
ま
っ
た
▼
映
画
館
は
言

論
機
関
の
一
端
を
担
う
。
映

画
は
上
映
さ
れ
て
始
め
て

人
々
が
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
言
論
を
封
じ
込
め
る

動
き
に
断
固
と
し
て
た
た
か

う
各
界
か
ら
の
声
明
や
談
話

が
あ
い
つ
い
だ
▼
そ
し
て
、

新
た
に
名
乗
り
を
上
げ
た
映

画
館
を
含
め
全
国
で
20
数
館

が
上
映
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。「
よ
い
か
悪
い
か
判
断

す
る
権
利
を
与
え
て
下
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
」
等
々
の
メ

ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

言
論
・
表
現
の
自
由
を
め
ぐ

る
寒
々
と
し
た
状
況
に
も
の

申
す
観
客
で
あ
り
た
い
。

ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画

「
靖
国
」
の

上
映
を
映
画

館
が
軒
並
み

中
止
す
る
ゆ

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎
　

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
コ
ウ
で
は
失
敗

で
す
。
一
手
目
に
好
手
が
あ

り
ま
す
。

（
10
分
で
二
、
三
段
以
上
）

世界は９条をえらび始めた
世界中で紛争が絶えず、地球環境の変化が人びと

の存在を脅かしています。そんな世界でいま人びと
が注目し始めているのが憲法９条です。「武器によ
らない平和」という考え方を世界共通のものにした
い…「９条世界会議」はノーベル平和賞受賞者や５
大陸からのゲストも招く多彩な平和の祭典です。
戦争のない未来の扉を開きます
「９条世界会議」からは、平和への希望、そして

行動する勇気が生まれます。日本の私たちにとって
は、９条をもう一度選びとるチャンスです。
◆５／４・５・６東京幕張メッセ
◆５／５広島アステールプラザ
◆５／６仙台サンプラザ・大阪舞洲アリーナ

メ
ー
デ
ー
の
歴
史
と
起
源

１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ

各
地
で
８
時
間
労
働
制
を
求
め
35
万
人

が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
た
ち
上
が
っ
た
こ
と

に
起
因
し
て
い
ま
す
。
12
時
間
か
ら
14

時
間
も
の
労
働
が
当
た
り
前
だ
っ
た
当

時
、「
８
時
間
は
働
き
、
８
時
間
は
休

み
、
８
時
間
は
自
由
な
時
間
」
で
暮
ら

す
こ
と
が
働
く
も
の
の
大
き
な
要
求
で

し
た
。
１
８
９
０
年
５
月
１
日
、
再
度

ゼ
ネ
ス
ト
を
構
え
た
ア
メ
リ
カ
の
労
働

者
の
た
た
か
い
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
応

え
、
世
界
的
な
労
働
者
の
祭
典
と
し
て

の
「
メ
ー
デ
ー
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

核
廃
絶
を
訴
え
て
全
国
を

歩
く
国
民
平
和
大
行
進
が
、

今
年
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

最
初
の
平
和
行
進
（
１
９

５
８
年
６
月
）
は
、
被
爆
地

広
島
か
ら
東
京
に
向
け
て
行

進
し
、
毎
日
２
人
、
３
人
と

増
え
続
け
て
、
東
京
到
着
時

に
は
数
万
人
の
大
行
進
と
な

り
、
参
加
者
は
の
べ
１
０
０

万
人
に
も
な
り
ま
し
た
。

以
来
こ
の
半
世
紀
、
雨
の

日
も
風
の
日
も
毎
年
休
ま
ず

行
進
を
続
け
、
い
ま
で
は
す

べ
て
の
都
道
府
県
と
７
割
を

こ
え
る
自
治
体
を
通
過
し
、

毎
年
10
万
人
が
参
加
す
る
国

民
的
行
動
に
発
展
し
て
い
ま

す
。50

周
年
記
念
の
平
和
行
進

を
ご
一
緒
に
！
　
核
兵
器
廃

絶
を
願
う
人
な
ら
だ
れ
で
も

参
加
で
き
る
の
が
こ
の
行
進

で
す
。
み
な
さ
ん
も
是
非
、

一
人
で
も
、
ま
た
友
人
・
仲

間
・
ご
家
族
と
、
一
歩
で
も

二
歩
で
も
ご
一
緒
に
歩
き
ま

し
ょ
う
。

全
国
税
は
今
年
も
「
通
し

行
進
旗
」を
な
び
か
せ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
の
本
部
機
関

紙
に
「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に

行
進
者
の
一
言
リ
レ
ー
ト
ー

ク
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

＊

＊
　
＊
　
＊

日
程
・
コ
ー
ス

５
月
６
日
、
北
海
道
・
礼

文
島
、
東
京
・
夢
の
島
を
皮

切
り
に
出
発
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
全
国
11
幹
線
コ

ー
ス
〔
北
海
道→

東
京
（
４

コ
ー
ス
）、
東
京→

広
島
、

富
山→

広
島
、
和
歌
山→

広

島
、
四
国→

広
島
、
長
崎→

広
島
、
宮
崎→

広
島
、
沖
縄

→

広
島
〕
で
実
施
、
全
自
治

体
を
網
羅
す
る
網
の
目
平
和

行
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

半
世
紀
続
く
国
民
的
行
動

ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
！

ノ
ー
モ
ア
ー
・
ナ
ガ
サ
キ
！

リ
レ
ー
行
進
旗
な
び
か
せ

読
売
新
聞
が
実
施
し
て
い

る
「
憲
法
」
世
論
調
査
で
、

「
憲
法
改
正
」
反
対
が
賛
成

を
15
年
ぶ
り
に
上
回
っ
た
こ

と
が
同
紙
８
日
付
の
報
道
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
理

由
も
「
世
界
に
誇
る
平
和
憲

法
だ
か
ら
」
が
ト
ッ
プ
で

「
基
本
的
人
権
、
民
主
主
義

が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
」

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

改
憲
案
を
自
ら
作
成
し
、

改
憲
世
論
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
「
読
売
」
の
調
査
だ
け
に

注
目
さ
れ
ま
す
。
調
査
で
、

反
対
派
が
上
回
っ
た
世
論
の

変
化
は
、
草
の
根
の
「
９
条

の
会
」
の
増
加
と
軌
を
一
に

し
て
い
ま
す
（
左
図
）。

自
民
、
民
主
両
党
の
幹
事

長
が
顧
問
に
座
っ
て
「
新
憲

法
制
定
議
員
同
盟
」
は
「
９

条
の
会
」
を
名
指
し
し
て
、

対
抗
す
る
地
方
の
拠
点
づ
く

り
を
宣
言
し
、
巻
き
返
し
を

図
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
記
念
日
に
は
、「
生

か
そ
う
憲
法
、
輝
け
９
条

５
・
３
憲
法
集
会
」
な
ど
各

地
で
集
会
が
予
定
さ
れ
、

「
９
条
世
界
会
議
」
も
Ｇ
Ｗ

に
開
か
れ
ま
す
。

改
憲
も
派
兵
法
も
許
さ
な

い
「
憲
法
守
れ
」
の
草
の
根

の
世
論
と
運
動
を
さ
ら
に
広

げ
、
世
界
中
に
９
条
を
伝
え

る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い

ま
す
。

広島・長崎につないで半世紀広島・長崎につないで半世紀

『読売新聞』世論調査

「改憲反対」15年ぶりに「賛成」を上回る

草の根の力で、「９条守れ」が圧倒

核核兵兵器器ののなないい世世界界をを求求めめてて核核兵兵器器ののなないい世世界界をを求求めめてて

憲法改定への賛否と「９条の会」結成数

憲法９条守れが多数
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ン
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
の

が
早
く
戻
り
、
苦
労
し
て

作
っ
た
自
分
の
還
付
が
遅

れ
る
の
は
納
得
い
か
な

い
。
努
力
し
た
も
の
が
報

わ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
だ
」

と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。

来
署
者
削
減
に
つ
な
が
る

か
疑
問
で
す
。
付
っ
き
り

で
代
打
ち
（
代
書
と
同
じ
）

も
と
な
れ
ば
署
で
申
告
書

を
作
っ
て
貰
え
る
と
思
い

込
ま
れ
る
の
で
は
…
。

電
話
当
番
の
日

〔
よ
口
ま
ん
が
〕
よ
り

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

職
員
・
ハ
イ
、
電
話
か
わ

り
ま
し
た
。

納
税
者
・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
簡

単
と
書
い
て
あ
る
け
ど
…

職
員
・
ハ
イ
、
ま
ず
住
基

カ
ー
ド
と
っ
て
、
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
買
っ
て
、
そ
れ

か
ら
…

納
税
者
・
面
倒
く
さ
い

な
、
簡
単
っ
て
書
く
な
！

職
員
・
（
電
話
切
っ
て
か

ら
、）
そ
う
や
ね
〜
。

証
明
書
の
申
請
。
す
ぐ
に

は
く
れ
ず
郵
送
し
た
書
類

が
届
い
た
ら
持
っ
て
き
て

と
の
事
で
届
い
て
か
ら
再

度
区
役
所
へ
。
忙
し
い
時

期
な
の
に
年
休
を
２
回
。

電
子
証
明
書
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
格
納
で
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
ラ
イ
タ
ー
が
必
要
。
電

気
店
に
行
っ
た
ら
在
庫
な

し
。
や
む
な
く
ネ
ッ
ト
で

取
り
寄
せ
、
送
料
込
み
で

３
５
０
５
円
。
区
役
所
ま

で
の
バ
ス
代
と
電
子
証
明

代
１
８
０
０
円
、
計
５
３

０
５
円
。
休
暇
２
回
で
高

電
子
申
告
は
伝
死
申
告

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

▼
59
分
間
も
付
き
合
い
さ

せ
ら
れ
た
。
ム
チ
ャ
ヤ
で

体
が
も
た
ん
。
▼
「
○
○

署
の
集
合
指
導
は
メ
チ
ャ

ク
チ
ャ
や
。
一
人
に
三
人

が
付
き
っ
切
り
。
結
局
で

き
な
い
で
帰
っ
た
」
と
の

苦
情
が
延
々
と
続
く
。
堪

忍
し
て
や
！

▼
何
が
簡

単
や
ね
ん
。
文
句
の
言
い

た
く
な
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

や
。
▼
電
子
申
告
は
伝
死

申
告
、
そ
の
心
は
？
？

（
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
発
）

ヒ
モ
を
引
っ
張
ら
れ
て

【
北
海
道
地
連
】

某
署
の
確
申
期
打
ち
上

げ
の
席
、
署
長
が
「
一
件

の
事
故
も
事
件
も
な
く
無

事
に
終
了
し
た
」
と
挨
拶

し
た
。
こ
の
署
で
は
押
し

寄
せ
る
納
税
者
を
捌
き
き

れ
ず
、
つ
い
に
納
税
者
も

キ
レ
て
複
数
の
職
員
の
ネ

ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
ヒ
モ
を

引
っ
張
り
抗
議
す
る
姿

も
。
応
援
の
局
員
も
代
替

要
員
が
い
な
い
た
め
朝
か

ら
晩
ま
で
従
事
す
る
羽
目

に
。「
誰
か
倒
れ
な
け
れ

ば
（
改
善
）
は
だ
め
だ
」

と
の
声
が
上
が
る
始
末
。

私
も
ゲ
ッ
ト
５
０
０
０
円

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
体
験
記

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

今
年
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

申
告
す
れ
ば
５
０
０
０
円

の
特
別
控
除
が
あ
る
そ
う

な
の
で
勉
強
も
兼
ね
て
挑

戦
。
ま
ず
区
役
所
で
電
子

〈
解
答
〉
黒
１
か
ら
３
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
４
に
黒
５
、

７
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
す

ぐ
に
３
は
白
１
黒
イ
白
４
以

下
コ
ウ
。
白
６
で
ロ
な
ら
黒

６
で
白
死
で
す
。

全
国
税
ほ
か
五
者
を
宛
先
と
す
る
左
記
の
投
書
が
あ
り
、
行
政
を
歪
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
事
実
関
係
の
確
認
と
今
後
に
む
け
て
の
適
切
な
処
理
を
求
め
て
い
ま
す
。

当
局
の
自
浄
能
力
が
鋭
く
問
わ
れ
る
重
大
な
問
題
で
す
（
伏
字
は
編
集
部
）。

個
人
課
税
課
長
様
・
人
事

第
一
課
長
様
・
監
察
官
室
長

様
・
全
国
税
労
働
組
合
御

中
・
国
税
東
京
労
働
組
合
御

中
・
関
係
者
各
位

●
●
署
に
お
い
て
第
１
統

括
の
指
示
に
よ
り
、
来
署
型

個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
た

め
の
投
書
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
す
れ
ば
、
職
員
一

人
一
人
が
意
欲
を
も
っ
て
働

け
る
職
場
に
な
る
の
か
、
局

で
笛
を
吹
い
て
旗
を
振
る
皆

さ
ん
に
現
場
の
事
実
を
ち
ゃ

ん
と
認
識
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
お
願
い
で

す
。事

実
関
係
を
よ
く
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
来
年
度
以
降

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
今
後
に
む
け
て

の
適
切
な
処
理
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

一
職
員
よ
り

順
番
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に

も
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
前
に
計
数
が
一
人
歩
き

し
て
、
事
実
を
無
視
し
て
ま

で
計
数
を
作
ろ
う
と
思
い
込

む
署
幹
部
の
頭
の
構
造
、
考

え
方
に
重
大
な
問
題
が
隠
れ

て
い
ま
す
。

当
然
、
そ
の
よ
う
な
考
え

方
を
さ
せ
た
の
は
個
人
課
税

課
の
事
務
運
営
に
も
問
題
が

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
し
か
で
き
な
い
者
を

署
の
幹
部
に
据
え
て
い
る
人

事
第
一
課
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
。

x
の
入
力
を
さ
せ
て
い
た
と

い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

不
正
な
事
務
処
理
が
不
正

還
付
、
申
告
書
の
偽
造
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見

て
も
極
め
て
忌
々
し
き
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
個
人
課
税
課
が

署
の
順
番
を
つ
け
て
各
署
に

ｅ–

T
a
x
の
実
績
を
あ
げ

る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、

●
●
経
由
で
提
出
さ
れ
た
確

定
申
告
書
を
、
あ
た
か
も
本

人
が
署
で
ｅ–

T
a
x
を
利

用
し
て
申
告
し
た
か
の
ご
と

く
装
う
た
め
に
、
●
●
の
了

解
を
得
た
上
で
職
員
に
残
業

ま
で
さ
せ
て
署
で
ｅ–

T
a

計計
数数
ねね
つつ
造造
をを
告告
発発

主な企業の雇用計画 直接雇用へ潮目変わったが……

労
働
法
制
を

規
制
緩
和
し
、

非
正
規
労
働
者

を
増
や
し
て
き

た
財
界
戦
略
が

狂
い
は
じ
め
、

潮
目
が
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

左
表
の
よ
う

に
、
例
え
ば
キ

ヤ
ノ
ン
は
３

月
、
子
会
社
を

含
め
１
万
２
千

人
い
る
派
遣
労

働
者
を
ゼ
ロ
に

し
、
半
分
を
期

間
工
に
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に

し
、
同
時
に
、
期
間
工
か
ら

今
年
中
に
千
人
を
正
社
員
化

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
正
社
員
並
み
に
働

く
期
間
工
（
有
期
契
約
従
業

員
）
は
全
国
で
３
５
４
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
期
雇
用
の
期
限
は
最
長

３
年
で
、
こ
れ
を
更
新
し
続

け
る
と
、
判
例
で
は
「
期
間

の
定
め
に
な
い
契
約
（
正
社

員
）」
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ト
ヨ
タ
な
ど

で
は
、「
最
長
２
年
11
ヵ
月
」

で
い
っ
た
ん
契
約
を
打
ち
切

り
、
１
ヵ
月
な
ど
の
「
空
白

期
間
」
を
お
い
て
再
契
約
す

る
「
脱
法
行
為
」
を
し
て
い

ま
す
。

①
有
期
雇
用
契
約
は
合
理

的
理
由
の
あ
る
場
合
に
限
定

す
る
、
②
反
復
雇
用
を
制
限

す
る
、
③
定
め
ら
れ
た
期
間

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
契
約

は
「
期
間
の
定
め
の
な
い
」

も
の
と
す
る
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
た
労
働
基
準
法
改
正
は

急
務
で
す
。

全国税税研中央推進委員会が編集した
「税研2008」（B５判・72頁）が完成。
本書は、猿田正機・中京大学教授の講演

「トヨタウェイと人事管理・労使関係」、全
国税本部岡田副委員長の特別報告「日本と
アメリカの税務行政組織」、さらに税制一
般・暮らしと税金・税務行政分科会のまと
めや各種資料も収録。※お申込みは、全国
税本部・地連、組合員まで。

（７は１の左）

い
も
の
に
。
問
題
は
こ
の

後
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
印
刷

し
て
お
か
な
い
と
対
応
で

き
な
い
。
税
務
職
員
の
意

地
で
何
と
か
完
了
。
こ
れ

で
は
、
お
年
寄
り
一
人
に

は
と
て
も
無
理
。

納
得
い
か
な
い

【
東
北
・
仙
台
北
分
会
】

あ
る
署
で
、
き
れ
い
に

手
書
き
の
申
告
書
を
作

成
・
提
出
し
た
年
金
者
か

ら
「
自
分
で
努
力
も
し
な

い
で
こ
こ
に
来
て
パ
ソ
コ

電
子
申
告
普
及
50
％
目
標

に
突
っ
走
る
当
局
。
各
地
で

「
来
年
度
目
標
の
８
％
前
倒

し
達
成
を
」
と
猛
烈
な
尻
た

た
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

聞
報
道
さ
れ
た
名
古
屋
局
鈴

鹿
署
の
場
合
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
強
制
の
苦
情
が
市
役
所
に

ま
で
寄
せ
ら
れ
る
始
末
。
東

京
で
は
、
業
者
団
体
で
ま
と

め
て
提
出
さ
れ
た
申
告
書
を

「
初
回
来
署
型
電
子
申
告
」

で
入
力
し
て
件
数
・
率
の
ア

ッ
プ
を
狙
っ
た
と
い
う
偽
装

ア
ッ
プ
に
は
な
っ
た
と
し
て

も
、
確
実
に
リ
ピ
ー
タ
ー
作

り
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
来
年
Ｐ
Ｃ
の
前
に
並

ん
だ
お
客
さ
ん
の
登
録
番
号

確
認
、交
付
・
再
交
付
等
々
、

新
た
な
事
務
負
担
が
の
し
か

か
る
の
は
必
至
で
す
。「
わ

か
っ
て
い
て
や
ら
せ
た
の
で

は
な
い
か
」
の
声
も
。
こ
れ

は
、
将
来
の
見
通
し
な
し
に

突
っ
走
っ
た
判
断
ミ
ス
。

今
年
の
確
申
期
は
、
全
国

各
地
で
超
過
勤
務
が
増
え
、

終
盤
で
は
連
日
４
時
間
超
勤

が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
最
も
大
き
な
原
因

は
、
新
規
事
務
量
の
見
積
り

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
庁

幹
部
は
命
令
す
る
だ
け
で
、

点
。
当
局
は
45
分
の
確
保
、

休
憩
場
所
の
確
保
を
口
で
は

約
束
し
ま
し
た
が
、
結
局
各

地
で
保
障
な
し
の
実
態
が
露

呈
し
ま
し
た
。
毎
日
食
事
を

せ
ず
に
丸
８
時
間
働
き
ず
く

め
の
職
員
が
現
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
納
税
者
サ
ー
ビ
ス

を
ど
の
よ
う
に
拡
充
す
る
の

か
、
職
員
の
労
働
条
件
と
ど

う
調
和
さ
せ
る
の
か
に
つ
い

て
、
遂
に
説
明
責
任
を
果
た

さ
ず
、
た
だ
口
約
束
に
終
わ

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
当
局

の
責
任
と
判
断
ミ
ス
で
す
。

す
べ
て
現
場
任
せ
の
無
責

任
。
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
巡

回
指
導
、
大
量
の
Ｐ
Ｃ
配
備

で
初
回
来
署
型
、
そ
し
て
３

年
目
の
全
件
入
力
に
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
の
３
週
間
以
内
還
付

等
々
、
増
加
事
務
量
が
見
積

も
れ
な
い
状
況
に
。
し
か
も

大
量
の
派
遣
職
員
・
ア
ル
バ

イ
ト
が
投
入
さ
れ
て
な
お
と

い
う
状
態
で
し
た
。

入
力
期
限
間
際
に
は
急
き

ょ
二
桁
の
局
員
を
投
入
し
た

署
や
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
全
職
員
動
員
の
署
も
。
長

官
は
「
超
勤
を
圧
縮
す
る
」

と
約
束
し
な
が
ら
こ
の
実

態
。
そ
の
責
任
は
問
わ
れ
て

当
然
で
す
。

今
事
務
年
度
の
目
玉
施
策

の
一
つ
が
、
昼
休
み
業
務
開

放
。
し
か
も
最
も
混
雑
す
る

確
申
期
の
昼
休
み
相
談
を
強

行
し
ま
し
た
。
職
員
が
危
惧

し
た
の
は
、
昼
休
み
休
憩
が

な
く
な
る
の
で
は
と
い
う

事
件
が
発
覚
し
、
そ
れ
も
数

署
に
及
ぶ
と
も
。
行
政
を
歪

め
る
も
の
で
指
示
し
た
幹
部

は
失
格
、
と
厳
し
い
職
場
の

批
判
が
起
き
て
い
ま
す
（
別

項
）。
最
初
の
判
断
ミ
ス
は
、

こ
の
競
争
を
煽
っ
た
責
任
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
普
及
に
窮
し

て
思
い
つ
い
た
の
が
「
初
回

来
署
型
電
子
申
告
」。
各
地

で
「
初
回
で
は
な
く
来
年
も

来
署
型
申
告
だ
」「
い
や
永

久
に
来
署
型
に
な
る
」
と
非

難
ご
う
ご
う
。
今
年
の
件
数

第
４
の
ミ
ス

第
３
の
ミ
ス

第
２
の
ミ
ス

第
１
の
ミ
ス

国
税
庁
ト
ッ
プ
の
政
策
判
断
の
ミ
ス
が
相
次
い
で
い

ま
す
。そ
の
ミ
ス
が
税
務
行
政
の
第
一
線
を
混
乱
さ
せ
、

職
員
の
労
働
強
化
の
直
接
的
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
重
大
で
す
。
情
報
公
開
と
と
も
に
、
問
わ
れ
て
い

る
の
は
当
局
の
説
明
責
任
。
そ
し
て
判
断
ミ
ス
の
責
任

で
す
。

国国
税税
庁庁
当当
局局

ト
ッ
プ
の
判
断
ミ
ス

現
場
混
乱
、
労
働
強
化
に

来 署 型
ｅ‐Ｔａｘ

―
勇
気
あ
る
職
員
の
告
発
―

“脱法行為”の有期雇用は、なお横行派遣社員6000人を
期間社員に
期間工1200人を正
社員に
請負1000人を期間
社員に
期間社員を正社員
登用
派遣社員2000人を
正社員に
派遣社員1000人を
契約社員に
パートや契約社員
5000人を正社員に

キ ヤ ノ ン

ト ヨ タ

ダイキン工業

いすゞ自動車

三井住友銀行

三菱東京
ＵＦＪ銀行

ユ ニ ク ロ

 


